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インターネットキャンパスでは、学習支援の手段の１つとして挙げられる「e-Learning」を教材

作成から講義運営までを総合的にサポートしている機関です。 

※「ＳＩＣ」とはそのだインターネットキャンパスの略称です。 

http://www.sonoda-u.ac.jp/sic/ 

S

主な記事 １面：インターネットキャンパス ＷＥＢサイトをリニューアル 

２面：2006 年度のインターネットキャンパスの状況／「ＳＩＣ－ＭＬ コンテンツ募集」／編集後記 

Soonnooddaa  IInntteerrnneett  CCaammppuuss  

イイ
ンン
タタ
ーー
ネネ
ッッ
トト
キキ
ャャ
ンン
パパ
スス
のの  

ＷＷ
ＥＥ
ＢＢ
ササ
イイ
トト
をを
リリ
ニニ
ュュ
ーー
アア
ルル  

そ
の
だ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
キ
ャ
ン

パ
ス
と
は
、
教
員
と
学
習
者
が
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
で
双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
開
発
さ
れ
たe

-
L
ea
r
ni
ng

の
学

習
支
援
シ
ス
テ
ム
で
す
。
2000
年
度
か

ら
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
の
シ

ス
テ
ム
や
学
習
内
容
は
、
今
日
ま
で
に

着
実
に
進
化
し
、
現
在
で
は
分
野
や
科

目
数
が
増
え
、
利
用
者
も
年
間
3000
名

を
越
え
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
のe

-
L
e
ar
n
in
g

の
シ
ス
テ
ム
を

効
率
よ
く
、
ま
た
、
新
し
い
試
み
を
展

開
し
て
い
く
た
め
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。 

ご
覧
い
た
だ
い
て
い
る
こ
の
広
報

誌
の
創
刊
の
ご
挨
拶
を
含
め
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
の
所
長
で
あ

る
堀
田
博
史
先
生
に
コ
メ
ン
ト
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

本
学
で
は
、
1998
年
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
技
術

を
利
用
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
キ
ャ
ン
パ

ス
を
構
築
し
て
き
ま
し
た
。
設
置
の
目
的
は
、
学

生
に
よ
り
学
び
や
す
い
環
境
を
提
供
す
る
た
め

に
、
学
内
外
で
場
所
や
時
間
を
問
わ
ず
に
学
習
で

き
る
環
境
を
実
現
す
る
こ
と
に
あ
り
、
ま
た
、
そ

の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
、
学
習
者
間
ま
た
は
学

習
者
と
教
員
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
双
方
向
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
如
何
に
と
る
か
と
い
う

こ
と
に
あ
り
ま
す
。 

ま
も
な
く
2007
年
度
を
迎
え
ま
す
が
、
今
後
も

e
-
L
e
a
r
n
i
n
g

の
導
入
が
高
等
教
育
や
生
涯
学
習

の
分
野
で
さ
ら
に
加
速
し
て
普
及
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
、e-

L
e
a
rn
i
n
g

で
の
学
び
が
特
別
な
も
の

で
は
な
い
時
代
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
本
学
で
も
、

「
自
己
学
習
・
協
調
学
習
で
、
学
習
者
と
教
員
・

学
習
者
同
士
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な

が
ら
の
学
び
が
成
立
す
る
か
」
を
学
び
の
テ
ー
マ

に
し
たe

-
L
e
a
r
n
i
n
g

を
導
入
し
て
、
約
10
年
が

経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

  
  

刊

特 集

創

所所
長長
よよ
りり
ごご
挨挨
拶拶  

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い

く
た
め
に
、
2005
年
11
月
に
情
報
教
育
セ
ン
タ
ー

内
に

e
-
L
e
a
r
n
i
n
g

を
専
門
に
行
う
部
署
と
し
て

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
」
の
組
織
が
再

構
築
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
新
し
く
で
き
た
組
織
で
、

ま
ず
未
来
デ
ザ
イ
ン
学
部
・
文
化
創
造
学
科
の
教

員
す
べ
て
が
、e-L

e
a
r
n
i
n
g

科
目
に
関
わ
る
と
い

う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
高
校

生
が
大
学
の
授
業
を
学
ぶ
と
い
う
高
大
連
携
授
業

をe
-
L
e
a
r
n
i
n
g

で
実
現
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は

 

そ
し
て
、
そ
の
環
境
を
充
実
さ
せ
た
形
の
１
つ

と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
の
Ｗ
Ｅ

Ｂ
サ
イ
ト
を
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
こ

こ
で
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す

が
、
そ
の
中
で
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
無
料

で
閲
覧
で
き
る
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
を
分
野
別
に
お

き
、
講
義
な
ど
を
テ
レ
ビ
感
覚
で
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
「
そ
の
だ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス

メ
デ
ィ
ア
ラ
イ
ブ
ラ
リ
」
を
試
行
的
に
展
開
し
て

い
き
ま
す
。
コ
ン
テ
ン
ツ
充
実
の
た
め
に
教
職
員

の
皆
様
に
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
是
非
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

今
後
も
よ
り
一
層
の
充
実
し
た
ト
ー
タ
ル
サ
ポ

ー
ト
を
目
指
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
皆
様
の
さ
ら
な
る
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

昨
年
度
よ
り
も
約
2.5
倍
の
高
校
生
が
学
び
ま
し

た
。
そ
の
他
、
生
涯
学
習
を
含
め
た
４
つ
の
分
野

で
よ
り
充
実
し
た

e
-
L
e
a
r
n
i
n
g

を
教
材
作
成
か

ら
運
営
ま
で
幅
広
く
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。 

ＳＩＣ－ＭＬ コンテンツ画面

ＷＥＢサイトトップページ 



インターネットキャンパスという e-Learning専門の部署が発足してはや１年が経過し、

私個人としては、この１年間で e-Learning の知識や活用する能力はある程度身についた

と思っていますが、その中で最も強く感じることは、e-Learning というものの多様性です。

e-Learning が授業や業務に役立つかどうか、少しでも興味をもたれるようであれば、是非

ご連絡ください。お待ちしています。 
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現
在
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
左

図
の
よ
う
な
在
学
生
向
け
の
「
基
礎
情
報
教
育
科

目
」
「
学
内
専
門
教
育
科
目
」
や
、
大
学
と
高
等

学
校
の
「
高
大
連
携
科
目
」
、
高
等
学
校
の
授
業

の
１
コ
マ
にe

-
L
e
a
r
n
i
n
g

を
活
用
し
、
高
大
連
携

の

体

験

授

業

と

も

い

う

べ

き

「S
o
n
o
d
a

e
-
L
e
a
r
n
i
n
g
 
H
i
g
h
s
c
h
o
o
l

科
目
」
、
一
般
市
民

向
け
の
「
生
涯
学
習
（
一
般
公
開
）
科
目
」
な
ど

の
分
野
で
コ
ン
テ
ン
ツ
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
今

年
度
「
学
内
専
門
教
育
科
目
」
は
43
科
目
（
開
講

予
定
科
目
を
入
れ
る
と
約
50
科
目
）
が
開
講
さ

れ
、
受
講
生
は
延
べ
約
2650
名
に
の
ぼ
り
、
「
高
大

連
携
・S

o
n
o
d
a
 e-

L
e
a
r
n
i
n
g
 H
i
g
hs
c
h
o
o
l

科
目
」

に
つ
い
て
は
、
９
校
の
合
計
約
400
名
の
高
校
生
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
授
業
を
受
講

し
て
い
ま
す
。 

e
-
L
e
a
r
n
i
n
g

と
い
う
学
習
支
援
の
手
段
は
、
Ｗ

Ｅ
Ｂ
上
で
授
業
を
行
い
、
い
わ
ゆ
る
座
学
の
授
業

は
一
切
行
わ
な
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
決
し
て
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
確
か
に
す

べ

て

の

授

業

を

Ｗ

Ｅ

Ｂ

上

で

行

う

完

全
e
-
L
e
a
r
n
i
n
g

の
タ
イ
プ
も
あ
り
ま
す
が
、
座
学
と

組
み
合
わ
せ
て
授
業
の
一
部
に

e
-
L
e
a
r
n
i
n
g

を

活
用
す
る
も
の
（
授
業
外
で
の
予
習
・
復
習
用
、

課
題
の
提
出
箱
や
資
料
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
先
、
掲

示
板
な
ど
の
意
見
交
換
）
も
数
多
く
あ
り
、
用
途

は
授
業
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
で
す
。 

但
し
、
ど
の
タ
イ
プ
に
お
い
て
も
そ
こ
に

は
学
習
者
同
士
、
ま
た
は
学
習
者
と
教
員

で
な
ん
ら
か
の
双
方
向
の
や
り
取
り
が
行

わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
こ
そ
がe

-
L
e
a
r
n
i
n
g

で
学
習
を
す
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
と

我
々
は
考
え
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
実
際
の
教
材
作
成
に
つ
い
て
は
、

そ
の
教
材
を
作
成
す
る
た
め
の
資
料
の
提

供
や
作
成
し
た
い
教
材
の
イ
メ
ー
ジ
の
具

現
化
ま
で
は
そ
の
科
目
を
担
当
す
る
先
生

方
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
実
作
業
に

つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
キ
ャ
ン
パ

ス
が
行
っ
て
い
ま
す
。
先
生
方
の
授
業
や

各
部
署
の
業
務
に
あ
っ
た
教
材
が
作
成
で

き
る
か
を
判
断
す
る
た
め
の
サ
ン
プ
ル
教

材
を
こ
ち
ら
で
作
成
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
。 

 

現
在
は
今
年
度
後
期
科
目
の
運
営
支
援

に
加
え
、
来
年
度
開
講
予
定
科
目
の
作
成

に
取
り
掛
か
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
万
全

の
支
援
体
制
で
教
材
作
成
か
ら
運
営
ま
で

行
っ
て
い
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

◆学内専門科目（基礎情報科目を含む） ◆学内専門科目（基礎情報科目を含む） 

 学科等 科目名 担当教員 学生数 
1  
2  
3  
4 

共通科目 
基礎情報処理、応用情報処理、情報スキ

ルアップ 
情報教育センター

兼務教員 

 
5 博物館概論 赤井 孝史  
6 美の創作と表現 岩崎 日出男  
7 プログラミング言語Ⅰ  
8 データベースデザイン 

宇治 典貞 
 

9 怪異・怪談の文化 大江 篤  
10 通信・ネットワーク基礎  
11 インターフェースデザイン 

小田桐 良一 
 

12 日本語の教育 川上 恭子  

13 祭りと芸能 五島 邦治  

14 語彙から見た日本語  

15 時代と日本語 
芹澤 剛 

 

16 メディアシステム概論  

17 情報科学デザインⅠ 
堀田 博史 

 

18 図書館・情報学概論  

19 情報・メディア論  

20 アクセス・サービス論  

21 

未来デザイン学部 

情報組織論 

門田 泰典 

 

22 通信・ネットワーク基礎  

23 モデル化とシュミレーション 2649 

24 情報処理技法Ⅱ 

小田桐 良一

 

25 情報処理技法Ⅰ  

26 メディアシステム概論  

27 インターネットコミュニケーション 

堀田 博史 

 

28 情報倫理  

29 情報コミュニケーション特論Ⅱ  

30 ネットワークとプレゼンテーション  

31 ベンチャービジネス論  

32 創造性開発 

山本 恒 

 

33 

国際文化学部 

日本語教育概説 川上 恭子  

34 健康学演習  

35 経験値セミナーⅡ  

36 栄養学  

37 食品学各論  

38 食品学実験Ⅱ  

39 食品商品学  

40 

人間健康学部 

総合健康特別講義 

衣笠 治子 

 

41 情報倫理 山本 恒  

42 メディア演習Ⅱ  

43 

短期大学部 

アプリケーション演習Ⅱ 
吉崎 弘一 

 

◆高大連携・Sonoda e-Learning HighSchool 科目 

 高校名 科目名 担当教員 学生数 

1 豊岡高等学校 プログラミング入門 山本 恒 

2 宝塚西高等学校 歴史学を楽しむ 他 五島 邦治 他

3 川西明峰高等学校 源氏物語 他 福嶋 昭治 他

4 園田学園高等学校 プログラミング入門 山本 恒 

5 加古川北高等学校 源氏物語 福嶋 昭治 

6 武庫之荘総合高等学校 プログラミング入門 山本 恒 

7 龍野高等学校 デザイン入門 他 垣東 弘一 

8 芦屋高等学校 表計算ビジネス関数にトライ 堀田 博史 

9 能勢高等学校 画像処理 トリミングとサイズの縮小 山本 恒 

402 

※他、実施検討中５校 

2007 年１月１日 インターネットキャンパス

22000066年年度度  イインンタターーネネッットトキキャャンンパパススのの状状況況  

編集後記 

インターネットキャンパスでは、ＷＥＢ上でテレビ感覚で講義の閲覧ができる、いわゆるインターネットテレビ「そのだインターネッ

トキャンパスメディアライブラリ」を試行的に運営していきます。その中で発信する先生方のミニ講義を募集していますので、興味が

ありましたら是非ご連絡ください。 

ＳＳＩＩＣＣ--ＭＭＬＬ  ココンンテテンンツツ募募集集  

おお問問いい合合わわせせはは  イインンタターーネネッットトキキャャンンパパスス  雑雑喉喉ままでで  （（内内線線：：33005533））  
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